
冬
の
電
気
の
上
手
な
使
い
方
！ 

節　電　家　庭　編　⑩ 
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２
月
は
一
番
寒
さ
が
厳
し
い
時
期

で
す
。節
電
を
心
が
け
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、体
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 ■
こ
た
つ
 

　
こ
た
つ
の
掛
け
布
団
を
２
枚
に
し
、

熱
が
逃
げ
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、敷
布
団
の
下
に
断
熱
効
果

の
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
１
枚
敷
く
こ

と
も
効
果
的
で
す
。 

　
ま
た
、フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
エ
ア
コ
ン

な
ど
、他
の
暖
房
機
器
と
併
用
す
る

場
合
は
温
度
設
定
を
控
え
ま
し
ょ
う
。 

 ■
電
気
ス
ト
ー
ブ
 

　
寒
い
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
な
ど
の
狭

い
空
間
を
暖
め
る
時
は
、パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー
や
小
型
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。 

　
寒
い
こ
の
時
期
は
、暖
房
の
あ
る

リ
ビ
ン
グ
と
暖
房
の
な
い
脱
衣
所
と

の
大
き
な
温
度
差
に
よ
り
、体
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。健
康
も
考
え
、

極
端
に
寒
さ
を
我
慢
す
る
こ
と
は

控
え
ま
し
ょ
う
。 

 ■
エ
ア
コ
ン
 

　
フ
ィ
ル
タ
ー
は
こ
ま
め
に
掃
除
し

ま
し
ょ
う
。年
末
に
掃
除
を
し
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、１
ヵ
月
が

過
ぎ
て
い
る
の
で
、再
度
掃
除
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。な
お
、

２
週
間
に
１
回
程
度
を
目
安
に
掃

除
す
る
と
ホ
コ
リ
の
目
詰
ま
り
に
よ

る
暖
房
能
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 東
京
電
力
 

　
　「
冬
の
電
気
の
上
手
な
使
い
方
」 

貸
出
対
象
者
 

町
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
及
び
事

業
者
等
 

貸
出
期
間
 

午
前
９
時
〜
当
日
午
後
5
時
 

（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
） 

貸
出
台
数
　
１
回
に
つ
き
１
台
 

貸
出
料
金
　
無
　
料
 

そ
の
他
　
 

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
等
）が
必
要
で
す
。　
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

住
民
生
活
課
 

☎
0
2
8
7
―
92
―
1
1
1
2

放
射
線
量
測
定
器
を
貸
出
し
ま
す
 

シリーズ『スポ少』紹介⑪ 

馬頭中央剣道スポーツ少年団 
　私たち馬頭中央剣道スポー
ツ少年団は、昭和50年に矢又
剣道教室として発足、昭和57
年に現在の名称となり、今年
で37年目を迎えました。 
　団の指導方針は『努力・忍耐』
で、団旗には『平常心』を掲げ、
4名の指導者の下、小・中学生
を中心とした16名で活動に取
り組んでいます。 
　活動内容として普段の練習
のほか、各種大会への参加をし、
上位入賞者が多数おります。
また、那珂川警察署の協力をいただき、交通安全・地域
防犯活動の周知活動へ積極的に参加し、地域との交流
をはかっています。そのほか、団員の交流を目的とした
食事会やキャンプ、見学旅行、ボウリング大会なども行
っております。 
　練習は、毎週水曜日、土曜日の夜7時30分から1時間、
町総合体育館で行っています。短い時間ですが、集中的

に練習することで、子どもた
ちはすぐに上達します。 
　随時、団員を募集しており
ますので、集中力・判断力をつ
けたい方、体力をつけたい方、

剣道を始めてみたい方は、ぜひご参加ください。 
　見学はいつでも大丈夫ですので、ぜひお気軽にお越
しください。 
 
【連絡先】 
　　団　　　長　石田　誠次　☎0287－92－4000 
　　父母の会会長　新垣二三夫　☎0287－92－2548
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那珂川町 
図書館 

宿
の
椅
子
に
腰
掛
け
て
見
る
山
茶
花
の
初
雪
の
庭
に
紅
く
眩
し
き
 

小
　
川
　
　
平
澤
　
照
雄
 

三
越
の
通
販
カ
タ
ロ
グ
老
い
母
に
春
待
つ
こ
こ
ろ
届
け
く
れ
た
り
 

小
　
川
　
　
佐
藤
　
孝
子
 

広
重
の
画
の
中
に
い
る
人
足
等
思
い
思
い
に
煙
草
く
ゆ
ら
す
 

恩
　
田
　
　
上
杉
　
里
子
 

律
儀
に
も
正
月
六
日
は
「
山
入
り
」
と
神
事
守
り
て
夫
は
出
て
行
く
 

盛
　
泉
　
　
岡
　
イ
チ
エ
 

屋
号
に
て
名
前
を
云
へ
ば
帰
り
く
る
返
事
も
屋
号
田
舎
の
電
話
 

大
　
内
　
　
薄
井
　
キ
イ
 

人
混
み
に
流
さ
れ
参
道
進
み
行
く
祝
詞
ひ
び
く
や
清
し
元
朝
 

和
　
見
　
　
小
　
　
歌
子
 

松
　
野
　
　
大
高
　
松
竹
 

矢
　
又
　
　
星
　
　
幸
子
 

矢
　
又
　
　
大
金
　
祐
子
 

小
　
川
　
　
小
川
の
ぶ
子
 

吉
　
田
　
　
国
安
　
　
薫
 

小
　
川
　
　
和
泉
す
み
を
 

右
肩
を
一
段
下
げ
て
年
初
め
 

盗
み
聞
き
隠
す
病
名
走
り
出
す
 

老
い
二
人
何
も
か
わ
ら
ず
年
が
明
け
 

失
敗
も
恥
も
積
も
れ
ば
糧
に
な
る
 

料
理
本
重
ね
コ
ン
ビ
ニ
食
を
買
う
 

　
反
骨
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
香
月
玄
太
郎
は
、
不
動
産
会
社
を
興
し
、
一
代

で
成
功
を
収
め
た
社
長
。
下
半
身
が
不
自
由
で
、「
要
介
護
」
認
定
を
受
け
て
い

る
老
人
だ
が
、
頭
の
回
転
が
速
く
、
口
が
達
者
。 

　
あ
る
日
、
彼
の
分
譲
し
た
土
地
で
建
築
中
の
家
の
中
か
ら
、
死
体
が
発
見
さ
れ

た
。
完
全
密
室
で
の
殺
人
。
お
上
や
権
威
が
大
嫌
い
な
玄
太
郎
は
、
警
察
が
頼
り

に
な
ら
な
い
と
感
じ
、
介
護
者
の
み
ち
子
を
巻
き
込
ん
で
、
犯
人
探
し
に
乗
り
出

す
。
連
作
短
編
ミ
ス
テ
リ
ー
。 

『
要
介
護
探
偵
の
事
件
簿
』 

中
山
　
七
里
／
著
（
宝
島
社
） 

　
長
崎
県
五
島
列
島
の
あ
る
中
学
合
唱
部
が
、
物
語
の
舞
台
。 

　
合
唱
部
顧
問
の
柏
木
先
生
は
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
「
手
紙
〜
拝
啓
十

五
の
君
へ
〜
」
に
ち
な
み
、
十
五
年
後
の
自
分
に
向
け
て
手
紙
を
書
く
よ
う
、
部

員
た
ち
に
宿
題
を
課
し
て
い
た
。
提
出
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
彼
ら
の
書
い
た
手
紙
に
は
、
誰
に
も
い
え
な
い
、
等
身
大
の
秘
密
が
綴
ら

れ
て
い
た
。 

　
読
後
、
か
つ
て
な
い
幸
福
感
が
訪
れ
る
、
切
な
く
ピ
ュ
ア
な
青
春
小
説
。 

『
く
ち
び
る
に
歌
を
』 

中
田
　
永
一
／
著
（
小
学
館
） 

　
家
族
四
人
で
遊
園
地
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
タ
ク
ヤ
。
け
れ
ど
、
お

父
さ
ん
は
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
し
ま
い
、
お
母
さ
ん
と
弟
の
シ
ン
ヤ
と
三
人
で
遊
園

地
に
行
く
こ
と
に
。 

　
お
母
さ
ん
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
シ
ン
ヤ
も
乗
れ
る
乗
り
物
ば
か
り
選
ぶ
の
で
、
タ

ク
ヤ
は
ひ
と
り
で
行
動
し
、
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
、
同
じ
く
迷
子

に
な
っ
て
い
た
カ
イ
ジ
ュ
ウ
の
ゴ
ン
ザ
レ
ス
と
出
会
っ
た
タ
ク
ヤ
は
、
ゴ
ン
ザ
レ

ス
の
お
母
さ
ん
を
探
し
は
じ
め
て
・
・
・
。 

『
ま
い
ご
の
、ま
い
ご
の
、ゴ
ン
ザ
レ
ス
』 

服
部
　
千
春
／
著
（
岩
崎
書
店
） 

◇
『
か
な
た
の
子
』　
角
田
光
代
／
著
（
文
芸
春
秋
） 

◇
『
怪
談
』　
柳
　
広
司
／
著
（
光
文
社
） 

◇
『
お
別
れ
の
、
そ
の
あ
と
で
』　
伊
藤
た
か
み
／
著
（
光
文
社
） 

◇
『
真
夜
中
の
手
紙
』　
宮
本
　
輝
／
著
（
新
潮
社
） 

◇
『
巴
里
茫
々
』　
北
　
杜
夫
／
著
（
新
潮
社
） 

◇
『
御
隠
居
忍
法
刺
客
百
鬼
』　
高
橋
義
夫
／
著
（
中
央
公
論
新
社
） 

◇
『
北
の
五
稜
星
』　
植
松
三
十
里
／
著
（
角
川
書
店
） 

◇
『
不
惑
剣
』　
高
橋
克
彦
／
著
（
集
英
社
） 

◇
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』　
三
上
　
延
／
著
（
ア
ス
キ
ー
･
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
） 

◇
『
東
大
に
合
格
す
る
記
憶
術
』　
宮
口
公
寿
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
） 

◇
『
日
本
で
い
ち
ば
ん
幸
せ
な
県
民
』　
坂
本
光
司
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
） 

◇
『
采
配
』　
落
合
博
満
／
著
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
） 

◇
『
小
学
校
へ
行
く
前
に
』　
岡
崎
　
勝
／
監
修
（
ジ
ャ
パ
ン
マ
シ
ニ
ス
ト
社
） 

◇
『
希
望
の
木
』　
新
井
　
満
／
著
（
大
和
出
版
） 

小
　
川
　
　
平
澤
　
照
雄
 

小
　
砂
　
　
笹
沼
　
季
子
 

大
山
田
下
郷
　
佐
藤
　
有
紀
 

薬
　
利
　
　
大
　
　
克
明
 

谷
　
田
　
　
岡
崎
　
甫
子
 

ま
つ
黒
な
寒
鯉
の
棒
沈
み
を
り
 

黙
黙
と
冬
田
に
堆
肥
撒
き
散
ら
す
 

そ
び
え
立
つ
新
春
の
タ
ワ
ー
清
清
し
 

古
寺
の
山
茶
花
こ
ぼ
す
風
あ
り
き
 

冬
ざ
れ
や
古
墳
の
御
霊
ま
も
る
村
 

雲
を
衝
く
霊
峰
ひ
ざ
ま
づ
く
枯
野
 

も
く
 も
く
 つ

 

た
い
 ひ
 

の
り
 と
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